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月花フジエさん 清水野ナヨさん

米寿を代表し祝い状を受け取る藤岡俊博さん楽しく体を動かしリフレッシュ
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美容界で最高峰といわれる着

付の会「日本着付学術会」。
この会が主催する選考会で毎年
上位10名をその年の「日本十傑」
とし、この認定を５回受けた者に
「名人」の称号が与えられる。今
年７月、ふさ美容室（新町）のブ
ライダル部門を担当する栃丸保子
さんは、全国で15人目となる「名
人」として認定された。東北では
初、しかも15人の中で最年少で
ある。平成18年、岩手県で開催
された「第34回全日本美容技術
選手権大会」の花嫁化粧着付競技
で日本一である「日本大賞」に輝
き、その後「日本十傑」に５年連
続、ストレートで名人まで一気に
のぼりつめた。
　「スタートは全日本の大会。と
にかく無我夢中だったのであまり
覚えていません。そのあと、着付
けの奥深さというか日本の伝統を
継承することや心技体を極めるた
め、さらにお作法や立ち振る舞い
など自分自身を磨かなければなり
ません」と話す栃丸さん。型には
まらず臨機応変に、360度から見
て神経を張り詰める。新婦さんに
とっては一世一代の晴れ姿。ひも
一本の締め方から強弱など“気持
ちいい”着付けを心掛ける。「迷
いが出るとそこから崩れてしま
う。顔にも出てしまうし、新婦さ
んにも不安を与えてしまう。だか
ら、迷いが出ないようにレッスン
を重ねています」と話す。
　技術だけではない。「新婦さん
にはこわばった表情で出て欲しく
ないので、ブライズルーム（着付
けをする部屋）では、とにかくリ
ラックスさせてあげたい」とス
タッフ全員で心を配る。技を追う
と新婦さんのちょっとした表情な

どに気付かなくなってしまうから
だ。限られた時間の中、無駄のな
い的確な動きとコミュニケーショ
ンで、新婦さんの緊張をときほぐ
し、自然なやわらかい笑顔を取り
戻し、「いってらっしゃい」と会
場へ送り出す。
　20代はいろいろな職種を経験。
「人と接する仕事が好き。コミュ
ニケーションなど今の仕事にその
経験がとても活かされていると思
う。自分自身をとことん追い込む、
精神力というかアスリートっぽい
かな」と自己分析する。
　家族は理解して「どんどん出て
行け」と背中を押してくれる夫の
新一さんと小学3年生の新之介く

東北初の日本着付学術会名人に

“気持ちいい”着付けを心掛ける
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子子
ここ

さんさん（旧姓志田・城内小路出身・42歳）（旧姓志田・城内小路出身・42歳）

ん。「仕事や研修会で家を空ける
ことが多いので、息子とはしっか
りスキンシップを欠かしません。
いつも支えてくれる義母や実家の
家族のおかげです」と感謝する。
現在、住んでいる盛岡市内で主に
仕事をしているが、地元・葛巻か
らの依頼は最優先している。
　「自分が持っている技術など全
部、出し惜しみせず教えてあげた
い。そして“楽しかった”と思っ
てもらえるような機会にしたい」
と普及・育成にも力を尽くしたい
と考えている。今月、名古屋で開
催される全日本美容技術選手権大
会には、審査員として指名され、
参加することが決まっている。
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